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３．議 事
（１）我が国のＢＳＥ問題全般について
・我が国におけるｖＣＪＤのリスクについて
・我が国におけるＢＳＥ対策について

（２）その他

４．配布資料
資料 （変異型クロイツフェルト･ヤコブ病）の流行拡大に関する1-1 vCJD

予測（山本専門委員スライド）
-1-2 The predictability of the epidemic of variant Creutzfeldt

Jacob disease by back calculation methods-
これまでの議論と我が国における のリスクについて（吉1-3 vCJD
川座長提出資料）

資料 厚生労働省が行っているＢＳＥ対策について2-1
・ＢＳＥ検査について
・特定危険部位の除去について
農林水産省が行っているＢＳＥ対策について資料 2-2
・肉骨粉の焼却
・死亡牛検査など
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